
7.よりよい吉野川づくりのために
[1]

流域住民・官公庁・学識経験者で構成

政治家・業者（利権）の介在は排除

Ａ・みんなの意見をまとめてくれる人

大人だけでなく子供も参加（若者、女性、PTAも参加）

民間人・地域住民が主体（エライ人ばかりではダメ。行政主導でなく）

特定の利権に左右されない

役人選出の学者だけではダメ�(この時点で学識経験者はいらない、行政に都合のいい人は選ばないで）

構成員の具体的選出方法の提案（人選についても重要。又透明性も必要）

学者にまかせる

役所関係（知事、市町村長を含む）はいらない

構成員の人選にも地域住民の意見を反映させて

できるだけ多くの人の意見を聞いて�（ＰＩ方式がいい、各分野から人選、県民にPRする、各年代より選出）

色々な団体単位で検討会を（小さい地域団体、分野別、専門家で検討会）

川に関りの深い人お年寄りなどの意見を聞いて（現場の事情に詳しい人）

アンケート方式は良い（住民投票も一方法）

知識人や専門家の意見も充分取り入れる

本当に吉野川を愛する人の声を聞いて�（吉野川をよく知っている人など）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上・新聞・ｱﾝｹｰﾄなどから広く意見を取りあげて

メディアを使って討論したらどうか（電子会議、ＴＶ討論など）

自然豊かな吉野川は残す（共生）

治水・利水・環境のバランスがとれた話し合い

一人一人の意識を改革、マナーを考え直す

水害のないことが重要

汚染されていない川を取り戻す（水質管理）

第十堰の問題について改築の是非も含めた様々な意見

安全に遊べる川にする

他河川などを参考にして検討する

吉野川のＰＲをしてほしい

河川に対する意識改革が必要（啓発すべき）

水の大切さ

従来のように100年に1年の大水の例をあげていては駄目

公開の場、情報（討議内容など）公表、PRする場であってほしい

中立・透明性が大事

それぞれの立場から意見が出せる場（自由に意見が言える場）

充分に話し合いができる場

一部の人の意見に偏らないよう配慮が必要

多面的意見が集約される場

実効のある話し合いの場（「意見を聞くだけでなく、反映させて）

行政が押さえつけるのではなく充分対話する（国が主導するのではない）

流域で公聴会（勉強会・研修会・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ）など多数開催

上流域と下流域のコミュニケーションは図れるか（流域全体の意見が生かされる場、流域全体で考える場）

自身の考えのみでなく人の意見も聞けるゆとりがほしい

100年単位で先を見通し話し合える場

河川整備などについて一般に分かり易く説明して�

小さな意見にも耳を傾ける場であって欲しい

利害にとらわれない話し合いの場にする

和やかに運営できる場

マスコミに迎合したり踊らされる場ではいけない

政官対民でなく本音で話し合う

論理的、合理的

制限しない

机上論は好ましくない

人間の都合で「川づくり」をするのはおかしい（川は自然のもの）

現場（川原）で検討会をしたら（フィールドワーク・イベント開催など）

住民の意見は参考にするが行政主導で進めてゆく具体的な話し合いの場所

形式だけの検討会は不要（検討会は不要）

国土交通省が立案し、有識者が検討し、流域住民が参加。

官（行政）の関わり方について（世話役に徹して）

「初めに工事ありき」の行政の姿勢が嫌

河川法などの整備

話し合いの具体的な場所

地域住民の意見を反映した河川事業の推進をしてほしい

お金はかけないで（税金をムダにしないで）

どこまで話し合っても結論はでない（当分静観）

河川整備計画は必要ない

急ぐことはない（上流の築堤をしてから検討）

吉野川をPRし、学校で学習を

準備会について (図Ⅱ-32)
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